












（評価年度：令和６年度）

令和 ６年 ３月

令和 ６　年度 ～　　令和 ９　年度

評価

Ａ

B

C

D

計画策定時 R６年度 評価

800

801 773

97%

7,000

5,764 5,767

82%

40以上

35.1 35.2

88%

計画策定時 R６年度 評価

80以上

66.7 74.3

93%

90以上

97.6 96.0

107%

70以上

71.5 71.3

102%

目標値と比較し、40％未満

①医療機能に係るもの

訪問看護実施件数（件）

A

在院３ケ月以内退院率（％） A

B

精神科デイ・ケア通所者数
（のべ通所者数）（人）

B

措置入院患者受入割合（％） B

②医療の質に係るもの

患者満足度【入院】（％） B

患者満足度【外来】（％）

病 床 数 224床（うち児童思春期ユニット26床、医療観察法ユニット8床）

標榜診療科 精神科、神経内科、心療内科

医療政策への対応

（１）精神科救急医療施設の指定を受け、全県の精神科救急医療の中核的機能と
　　して、受入体制が不足する他圏域からの患者さんの受け入れ
（２）院内にDPAT（災害派遣精神医療チーム）を組織し、災害時の隊員派遣や県内
　　の各DPAT隊員の研修活動などに協力
（３）災害拠点精神科病院の指定を受け、災害時に精神科医療を提供する上で、中
　　心的な役割を担う病院として位置づけ
（４）離島における恒常的な精神科の医師不足による医師の不在を補うための代診
　　医派遣
（５）非自発的入院（措置入院等）や、他の精神科病院では治療が困難な重度慢性・
　　難治性患者さんの積極的な受け入れ
（６）司法精神医療への貢献
（７）児童思春期診療では、専用病棟に分校を併設し、義務教育を保障しながら治療
（８）「子どもの心の診療ネットワーク事業」の拠点病院として、各保健所の相談事業等
　　へのスタッフ派遣
（９）陰圧室（2床）を整備し、精神疾患のある感染症患者さんへ適切な医療体制を提供

　島根県立病院経営強化プラン点検・評価

プラン名称 島根県立病院経営強化プラン

プラン策定日

計画期間

病
院
の
概
要

病 院 名 島根県立こころの医療センター

所 在 地 島根県出雲市下古志町１５７４－４

医
療
機
能
や
医
療
の
質

、
連
携
の
強
化
等
に
係
る
数
値
目
標

　　評価基準

目標達成率

目標値と比較し、100％以上

目標値と比較し、70％以上100％未満

目標値と比較し、40％以上70％未満



R９年度実績で50以内

52.4 47.1

参考値

5以上

5.6 17.2

344%

3以下

0.2 2.3

130%

計画策定時 R６年度 評価

50以上

53.7 59.3

119%

30以上

39.6 39.8

133%

計画策定時 R６年度 評価

4以上

4 3

75%

150以上

160 116

77%

10,000以上

13,754 12,679

127%

総　　評

計画策定時 R６年度 評価

R９年度実績で100以上

90 88

参考値

R９年度実績で66以上

57 57

参考値

R９年度実績で64以上

55 55

参考値

158以上

151 148

94%

22,112

22,069 23,672

107%

431

-232 41

10%

764

377 408

53%

総　　評

医
療
機
能
や
医
療
の
質

、
連
携
の
強
化
等
に
係
る
数
値
目
標

④その他

新専門医制度における
専攻医の受入件数（人）

B

看護学生等臨床実習の
受入人数（人）

B

B

入院診療単価（円/人） A

単年度資金収支（百万円） D

年度末現金預金残高（百万円） C

経
営
指
標
に
係
る
数
値
目
標

経常収支比率（％）

医業収支比率（％）

修正医業収支比率（％）

１日あたり入院患者数（人）

医療相談件数（件） A

身体的拘束率（％） A

③連携の強化等に係るもの

紹介率（％） A

逆紹介率（％） A

長期入院患者率（1年以上）（％）

長期入院患者（５年以上）退院率（％） A

概ね目標値を達成しており、総合評価は　B　　

目標値を達成できたのは入院診療単価のみであり、総合評価は　C　　



別紙のとおり実施年度の収支計画

総合評価

　県内における精神科の基幹的病院として担うべき政策目標は概ねクリアしたと言ってよいが、その
前提となる経営面の充実・強化という点では課題も多く、改善に向けては道半ばという状況にある。
　本プラン及び令和６年度に策定した経営改善実行プランを活用しながら、今後もこれまで以上に経
営改善に取り組んでいきたい。

総務省や全国自治体病院協議会などが提供するデータを基に様々な経営指標の比
較・分析を実施

適切な病床規模と病棟機能の検討 企画会議や管理会議、経営改善委員会などの場で適時検討を行った

適切な一般会計負担金の確保 令和７年度の懸案事項の前倒し検討（旧サマーレビュー）にむけた準備を実施

職員の意識改革
ＩＩＭＳ内電子掲示や広報誌「アイリス」、「経営のお知らせ」などを活用して随時経営
状況をアナウンスし、意識改革の基礎となる認識の共有化を図った

研修プログラムの充実に向けた議論を行い、よりよいものになるよう努めた

医師の働き方改革への対応 適切な労務管理の実施、タスクシフトの推進などに取り組んだ

具
体
的
な
取
組
の
実
施
状
況

経営形態の見直し 特になし

新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの
取組

令和６年３月、県と感染症に関する協定を締結し、新興感染症の発生時に県からの
要請に基づき必要な病床数を確保するなどの体制を整備した

施
設
・
設
備

の
最
適
化

施設・設備の適正管理と整備費の抑制
現病院は平成20年２月に開院し、PFI事業により建物の維持管理・保安業務を実施
しており、今後もPFI手法での維持管理を実施予定

デジタル化への対応 デジタル技術の活用、DX化に向けた検討を実施

経
営
の
効
率
化

収益確保対策
経営改善実行プラン2024年度版に基づき、入院患者の増加に向けた外来診療体制
の見直しなどの取組みを実施

費用節減対策
経営改善実行プラン2024年度版に基づき、光熱水費の削減や委託料の見直しなど
の取組みを実施

未収金対策
「島根県立こころの医療センター滞納未収金対応要綱」、「島根県立こころの医療セ
ンター滞納未収金対応マニュアル」などに基づき取組みを実施

データを活用した経営分析の充実

具
体
的
な
取
組
の
実
施
状
況

項目 取組状況（令和６年度）

役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化

地域医療構想等を踏まえた当院の果たす
べき役割・機能

地域生活を支援するための医療の提供、精神科救急医療の提供、司法精神医療へ
の取組などの分野で貢献

地域包括ケアシステムの構築に向けて果
たすべき役割・機能

研修会の開催等、人材育成の面で貢献

機能分化・連携強化 高度で専門的な精神科医療の提供、地域医療への支援を実施

一般会計負担の考え方
精神科の政策医療は多職種連携が不可欠であり、多くの人員が必要であることなど
不採算にならざるを得ない状況の中、合理的な負担方法について、引き続き県財政
当局との協議を行う。

住民の理解のための取組 広報誌・HP等での病院の活動を紹介した

医
師
・
看
護
師
等
の
確
保

と
働
き
方
改
革

医師・看護師等の確保 タイムリーに採用試験等を実施

専攻医の受入等を通じた精神科専門医
の育成






